
2011 年度日本血小板・顆粒球型ワークショップ次第（案内） 

 

                  日本血小板･顆粒球型ワークショップ 

                   会 長  高 橋 孝 喜 

                 （東京大学医学部附属病院輸血部教授） 

 

 下記内容で 2011 年度の日本血小板・顆粒球型ワークショップ会議を開催しま

すのでご参集ください。 

 

日  時：2011 年４月 14 日（木） １７：３０～２０：００ 

場  所：京王プラザホテル（第５会場；扇） 

参加資格：日本輸血・細胞治療学会員及び関係者（59 回総会参加者） 

参 加 費：無料 

内  容： 

Ⅰ．総会 17:30～17:50                  事務局            

 

Ⅱ．報告 17:50～18:20              座長 津野寛和 

（東京大学医学部附属病院） 

１．Asia ISBT Working Party on Platelet Immunology の経過報告  

津野寛和 

（東京大学医学部附属病院） 

２．2010 年度 NAIT 集計報告                       森田庄治 

                                            (埼玉県赤十字血液センター)       

 

Ⅲ．事例報告 18:20～20:00             座長 高橋孝喜  

（東京大学医学部附属病院） 

・HPA-15b 抗体保有妊婦の臨床             

   近畿大学医学部奈良病院血液内科        八木秀男 

・ICFA 法による HLA 適合血小板製剤の交差適合試験 

     東京都赤十字血液センター検査部検査２課     柏瀬貢一 

・抗 HPA-1a 抗体による新生児同種免疫性血小板減少症の対応 

   神戸大学医学部附属病院輸血部            早川郁代 

・抗 HPA-4b 抗体保有妊婦で出生前胎児血小板型を診断した 1例 

     福島県立医科大学附属病院輸血・移植免疫部      髙﨑美苗 

・MDS の患者から検出された抗 HNA-1a の性状について 

        兵庫県赤十字血液センター製剤部     荒木延夫 


